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主審 副審

No. 点 3P 2P FT Ｆ No. 点 3P 2P FT Ｆ
◎ 4 4 0 1 2 1 ◎ 4 28 4 6 4 0
5 2 0 0 2 0 5 9 0 4 1 3

○ 6 20 1 8 1 2 ○ 6 2 0 1 0 5
7 8 2 1 0 0 7 2 0 1 0 2
8 0 0 0 0 0 8 8 0 4 0 2

○ 9 16 2 5 0 2 ○ 9 35 6 8 1 1
○ 10 13 2 3 1 0 ○ 10 2 0 1 0 3
11 3 0 1 1 0 11 0 0 0 0 1
○ 12 12 2 3 0 4 ○ 12 4 0 2 0 2
13 0 0 0 0 0 13 0 0 0 0 0
14 4 0 2 0 2 14 0 0 0 0 0
15 2 0 1 0 0 15 0 0 0 0 0
16 16
17 17
18 18
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藤枝明誠 84 90

　速攻を中心とする藤枝明誠と粘り強いディフェンスを身上とする金沢の対戦は、逆転で金沢が勝利を収めた。第１Ｐディ
フェンスはお互いハーフコートマンツーマンでスタートする。立ち上がり硬さからお互いシュートミスが続く。しかし、藤枝
明誠は＃６藤井のフリースローを皮切りに＃９趙、＃４田島のシュートで得点を重ねる。一方、金沢は＃６瀬戸、＃10表、＃
４広瀬のシュートで対抗。しかし、中盤リズムをとった藤枝明誠が連続4ゴールを決め25対17の８点リードで終了。第２Ｐ藤
枝明誠は安定したディフェンスリバウンドから速い展開を仕掛け、＃９趙のポストプレイやリバウンドシュートなどで着々と
点数を重ねる。一方、金沢は＃９柴田の３Ｐや＃５東のジャンプシュートなどで点数を縮めようとするが、高さの藤枝明誠に
苦しみ10点のビハインドで前半終了。第３Ｐお互いハーフコートマンツーマンでスタートする。藤枝明誠は、安定した試合運
びで得点を重ねると思われたが、藤枝明誠＃９趙がシュートブロックの際に足の負傷で退場した。そのため藤枝明誠ベンチは
連続３回のタイムアウトでチームの立て直しを図る。しかし、金沢は激しい１－２－２のゾーンプレスから＃９柴田のジャン
プシュートや＃４広瀬の連続３Ｐで逆転に成功し３点リードで終了。第４Ｐ藤枝明誠は足を負傷した＃９趙をコートに戻し逆
転を図ろうとする。しかし、金沢は第３Ｐの勢いをそのままに持続し、＃９柴田のジャンプシュートや＃４広瀬の３Ｐなどで
残り3分10秒で82対70と12点のリードを奪う。結局最後までねばり強く戦った藤枝明誠であったが、センター＃９趙の負傷が
悔やまれる一戦であった。
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